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目的 皮膚扁平上皮癌の疫学、診断、治療法をレビューする 
データソース 記載なし 
研究の選択 記載なし 
データ抽出 記載なし 

主な結果 

発生に寄与する危険因子：Table 1 参照 
臨床所見：扁平上皮癌は頭頸部領域から最も発生しやすかった。

Keratoacanthoma は増殖スピードが速かった（病理学的鑑別は時に

困難）。Verrucous carcinoma はまれな扁平上皮癌で、切除で通常は

治癒した。 
再発の危険因子：Table 2 参照 

腫瘍径、免疫抑制、既治療歴、深部浸潤(>4mm)、低分化型、神経

浸潤など 
治療法：切除、electrodesiccation、cryosurgery などで 90％以上が

治癒した。低リスクであれば再発率は 5-8％程度。高リスクでは

15-25%に達した。 
放射線療法：手術に不適応の症例などに行われ、分割照射を行う。他

の治療法との組み合わせで行われることが多い。高リスク群では術後

放射線療法が考慮される。リンパ節転移例では手術、放射線、手術＋

放射線などが行われ、約 30-40％が治癒するにとどまった。 

結論 

皮膚扁平上皮癌は概ね良好な成績であるが、一部の症例で再発や転移

が見られ、その予後は不良である。十分な問診と全身の皮膚の観察が

重要である。皮膚癌はある程度予防可能な疾患である。日焼けを避け

るなどして命に関わる重篤な病態を作らないよう喚起を促す必要が

ある。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

皮膚扁平上皮癌の疫学、診断、治療法までをレビューしている。一読

の価値あり。厳密にはシステマティック・レビューではないが、詳細

に検討されており、それに準ずるものと評価した。 
レベル I 

 


